
第７ 火山の活動及び被害状況 

1 桜島の火山活動

(1) 平成 25 年の概況 

平成25年、昭和火口では活発な噴火活動が継続した。噴火回数は1097回、そのうち爆発的

噴火は835回で、爆発的噴火の月回数は、2月に119回、8～9月に100回を超えた。噴煙高度が

3000ｍを超える噴火は8月以降増加し、8月18日16時31分の爆発的噴火では火口縁上5000ｍに

達して(昭和火口で火口縁上5000ｍの噴煙を観測したのは2006年6月に昭和火口の活動が再開

して以来初めて)、桜島島内を含む鹿児島市内から薩摩川内市甑島にかけて広範囲で降灰を確

認した。火砕流は6回発生した。ほとんどが火口付近にとどまる程度のごく小規模なものだっ

たが、8月18日の爆発的噴火では小規模な火砕流が昭和火口の南東約1kmまで流下した。9月4

日11時00分の爆発的噴火に伴い、桜島島内の鹿児島市古里町から有村町にかけての範囲(昭和

火口から南側約3km)では、強風の影響により最大約4cmの小さな噴石が降下し、十数台の車で

ガラスが割れる被害が発生した。 

南岳山頂火口では、爆発的噴火は発生せず、ごく小規模な噴火が時折発生した。 

火山性地震の発生回数は7627 回と少なく、震源は主に南岳直下の海抜下1～4kmに分布し

た。噴火に伴って火山性微動が発生し、年回数は3430回、継続時間の年合計は728時間48分と、

前年とほぼ同程度だった。二酸化硫黄の放出量は、1日あたり900～4100トンと多い状態で経

過し、1月と5月は1日あたり3400～4100トンと非常に多かった。 

鹿児島県の降灰量観測データをもとに解析した平成25年の総降灰量は約650万トンと、昭

和火口の噴火再開(平成18年)以降、平成24年に次いで2番目に多くなった。 

有村観測坑道の水管傾斜計(大隅河川国道事務所設置)では、平成 24 年 2 月頃から山体が

隆起する傾向が認められていたが、7 月頃から停滞した。8月 18 日 16 時 31 分の爆発的噴火

に前駆し、8 月 14 日頃からわずかな山体の隆起・膨張を示す変動が観測され、噴火後には沈

降・収縮した。また、12 月 19 日頃から山体の膨張と考えられるわずかな変化が認められた

が、31 日頃から収縮に転じた。GPS 連続観測では桜島島内の基線で、平成 24 年 2 月頃から

わずかな伸びの傾向が見られたが、同年 7 月頃から停滞またはわずかな縮みの傾向が見られ

た。国土地理院の地殻変動観測結果によると、鹿児島(錦江)湾を挟む一部の基線では、長期

的な伸びの傾向が続いていたが、平成 24 年 6 月頃から停滞気味となった。 

平成25年災害の記録

-208-



(2) 各月の経過 

【1月～4月】(噴火警戒レベル3) 昭和火口では、3月にかけて活発な噴火活動が継続し、4

月も噴火活動が継続した。噴火の回数は1月124回、2月132回、3月74回と多く、4月は17 回だ

った。そのうち、爆発的噴火の回数は、1月96 回、2月119回、3月61回、4月は14回だった。

大きな噴石が3合目(昭和火口から1300～1800ｍ)まで達する爆発的噴火が、1月は3回、2月に

は5回発生し、このうち2月23日04時10分の爆発的噴火では、噴火に伴いごく小規模な火砕流

が発生して、東へ約400ｍ流下した(火砕流の発生は平成24年12月26日以来)。3月11日と4月2

日にも爆発的噴火で大きな噴石が3合目まで達したが、火砕流は確認されなかった。 

南岳山頂火口では、1月にごく小規模な噴火が時々発生したが、2月から4月にかけて噴火

は発生しなかった。 

火山性地震の月回数は、1月1058回、2月746回、3月552回、4月287回と、おおむね少ない

状態で経過し、震源は南岳直下の海抜下１～4km付近に分布した。 

噴火に伴う火山性微動が、1月230回、2月321回、3月321回、4月56回発生した。 

二酸化硫黄の1日あたりの平均放出量は、1月は1700～4100トンと非常に多く、2月は800～

1900トンとやや多かった。3月は2800トン、4月は1600～2300トンと多かった。  

鹿児島県が実施している降灰の観測データから推定した火山灰の総噴出量は、1月が約40 

万トン、2月は約80万トン、3月は約60万トン、4月は約20万トンだった。 

【5月～7月】(噴火警戒レベル3) 昭和火口の噴火活動はおおむね活発な状態で継続した。

噴火の回数は、5月70回、6月18回、7月128回、そのうち爆発的噴火の回数は、5月58回、6月

17回、7月83回。大きな噴石が3合目まで達する爆発的噴火は、5月7日、11日、13日、14日と、

7月21日、28日に発生し、6月には大きな噴石が4合目(昭和火口から800～1300ｍ)まで達する

爆発的噴火があった。5月30日20 時20 分の爆発的噴火では、ごく小規模な火砕流が昭和火口

の東約700ｍまで流下した。 

南岳山頂火口では、5月～7月にかけて噴火は発生しなかった。 

火山性地震の月回数は、5月458回、6月216回、7月723回と少ない状態で経過し、震源は南

岳直下の海抜下2～4km付近と、島内東側の海抜下5km付近に分布した。 

噴火に伴う火山性微動の月回数は、5月76回、6月25回、7月383回だった。 

二酸化硫黄の1日あたりの平均放出量は、5月は2100～3400トン、6月は2200トン、7月は1600

～2500トンと、概ね多い状態で経過した。 

鹿児島県が実施している降灰の観測データから推定した火山灰の総噴出量は、5月が約50 

万トン、6月が約10万トン、7月が約70万トンだった。 

【8月～9月】(噴火警戒レベル3) 昭和火口では、活発な噴火活動が継続した。噴火の回数

は、8月144 回、9月154回で、そのうち爆発的噴火の回数は8月118回、9月110回と多い状態が
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続いた。大きな噴石が3合目まで達した爆発的噴火は、8月18日16時31分と9月13 日21 時42 分

に発生した。また、8月18日16 時31分の爆発的噴火では、多量の噴煙が火口縁上5000ｍまで

上がり、北西に流れ、桜島島内を含む鹿児島市から薩摩川内市甑島にかけての広範囲で降灰

が確認された。昭和火口で5000ｍの噴煙を観測したのは平成18年6月に昭和火口の活動が再開

して以来初めて。また、この噴火に伴い、小規模な火砕流が発生し、昭和火口の南東約1km

まで流下した。昭和火口で火砕流が1kmに達したのは、平成21年4月9日の爆発的噴火以来。9

月6日16時23分の噴火では、やや多量の噴煙が火口縁上3300ｍまで上がり、ごく小規模な火砕

流が昭和火口の東側に約300ｍ流下した。9月25日12 時42 分の爆発的噴火では、多量の噴煙

が火口縁上4000ｍまで上がり、桜島島内から種子島にかけて降灰が確認された。9月26日10 時

18 分の噴火では多量の噴煙が火口縁上4500mまで上がり、桜島島内から指宿市や南大隅町に

かけて降灰が確認された。 

南岳山頂火口では、8月16日にごく小規模な噴火が発生した。南岳山頂火口での噴火は平

成25年1月15日以来。9月は、噴火は発生しなかった。 

火山性地震の月回数は、8月971回、9月794回と少ない状態で経過し、震源は南岳直下の海

抜下2～4km付近に分布した。噴火に伴う火山性微動の月回数は、8月299回、9月392回だった。

二酸化硫黄の1日あたりの平均放出量は、8月が1400トンとやや多く、9月は2200～2900トンと

多かった。 

鹿児島県が実施している降灰の観測データから推定した火山灰の総噴出量は、8月が約70 

万トン、9月が約80万トンだった。 

【10月～12月】(噴火警戒レベル3) 昭和火口では、活発な噴火活動が継続した。噴火の回

数は、10月127回、11月69回、12月40回とやや減少、そのうち爆発的噴火の回数は10月87回、

11月50回と多い状況が続き、12月は22回と減少した。大きな噴石が3合目まで達した爆発的噴

火は、10月27日22時04分、11月4日10時32分、12月14日21時46分に発生した。10月21日10時35

分の噴火では、噴煙の高さが火口縁上4500mに達した。また、11月24日16時23分の爆発的噴火

では多量の噴煙が火口縁上4000ｍまで上がって北東側に流れ、桜島島内から霧島市付近や宮

崎県南部にかけて降灰を確認し、桜島島内の高免町から黒神町付近にかけての範囲(昭和火口

から北東側約4.5km)で最大7mmの小さな噴石を確認した。10月3日17時47分、10月4日12時02

分及び20日23時14分の噴火では、火口周辺にとどまる程度のごく小規模な火砕流が発生した。 

南岳山頂火口では10月は噴火は発生しなかったが、11月16日と22日、12月24日と29日にご

く小規模な噴火が発生した。

火山性地震の月回数は、10月が670回、11月が453回、12月が699回と少ない状態で経過し

た。震源は南岳直下の海抜下2～3km付近に分布した。噴火に伴う火山性微動の月回数は、10

月606 回、11月310回、12月411回だった。二酸化硫黄の1日あたりの平均放出量は、10月が900
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～2500トンと多く、11月が900～1600トン、12月が1700～1800トンとやや多かった。

鹿児島県が実施している降灰の観測データから推定した火山灰の総噴出量は、10月は約

100万トンで、平成18年の昭和火口噴火活動再開以降では最も多い値となった。11月は約50

万トン、12月は約30万トンと減少した。 

有村観測坑道の水管傾斜計（大隅河川国道事務所設置）では、平成24年8月頃から山体が

沈降する傾向が認められたが、平成25年1月頃から停滞。平成25年2月頃から山体が隆起する

傾向が認められたが、7月から再び停滞した。昭和火口の8月18日16時31分の爆発的噴火に前

駆し、8月14 日頃からわずかな山体の隆起・膨張する傾向が観測されたが、噴火後には、沈

降・収縮した。GPS 連続観測では桜島島内の基線で、平成25年2月頃からわずかな伸びの傾向

が見られたが、7月頃から停滞またはわずかな縮みの傾向が見られた。国土地理院の地殻変動

観測結果によると、鹿児島(錦江)湾を挟む一部の基線では、長期的な伸びの傾向が続いたが、

6月頃から停滞気味となった。 

（3）被害状況 

平成 25 年（１月 1 日～12 月 31 日）における桜島の火山活動による農作物の被害は，65

億 2407 万円となった。

面積等 被害額
（ha，頭，羽） （千円）

野　 菜 3,153,173

果   樹 547,730
工芸作物 94,116
飼料作物 826,384
花   き 503,135
茶 1,399,534

小計 0.0 6,524,072

－ 6,524,072

作　目

農産物

合　計

（4）火山情報の発表状況 

火山情報の発表はない。 
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【桜島の爆発回数表】 H25.12.31末

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

H21 1 15 23 41 1 13 55 53 55 102 72 117 548

H22 131 120 121 100 31 99 77 64 38 13 50 52 896

H23 88 110 57 92 76 25 48 86 141 91 57 125 996

H24 172 93 112 107 64 51 61 43 48 35 55 44 885

H25 96 119 61 14 58 17 83 118 110 87 50 22 835

うち南岳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

うち昭和 96 119 61 14 58 17 83 118 110 87 50 22 835

(H25/H24) 55.8% 128.0% 54.5% 13.1% 90.6% 33.3% 136.1% 274.4% 229.2% 248.6% 90.9% 50.0% 94.4%
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月平均
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【桜島の爆発回数】単位：回 H25.12.31末
S31 S32 S33 S34 S35 S36 S37 S38 S39 S40 S41 S42 S43 S44 S45 S46 S47 S48 S49

南岳 115 57 83 109 414 196 89 136 88 29 44 127 37 22 19 10 108 144 362

S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5

南岳 199 176 223 231 149 277 233 233 413 332 474 216 106 155 44 119 295 165 91

H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

南岳 148 226 171 35 103 237 169 110 59 17 11 12 15 10 4 3 0 2 2 0

昭和 － － － － － － － － － － － － 0 0 25 545 896 994 883 835

合計 148 226 171 35 103 237 169 110 59 17 11 12 15 10 29 548 896 996 885 835
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【昭和３０年～平成２５年】

昭和火口

南岳山頂

昭和60年

南岳山頂 474回 平成21年
南岳山頂 3回
昭和火口 545回

平成22年
昭和火口 896回

昭和35年
南岳山頂 414回

平成23年
南岳山頂 2回
昭和火口 994回爆発回数 累計 11,838回

（昭和30年10月～平成25年12月31日現在）

S30年 6回
※ S30.10～

平成24年
南岳山頂 2回
昭和火口 883回

平成25年
南岳山頂 0回
昭和火口 835回
合 計 835回
(12月31日現在)
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噴火 爆発 噴火 爆発 噴火 爆発

昭和31年 115 115
昭和32年 57 57
昭和33年 83 83
昭和34年 109 109
昭和35年 414 414
昭和36年 196 196
昭和37年 89 89
昭和38年 136 136
昭和39年 88 88
昭和40年 29 29
昭和41年 44 44
昭和42年 127 127
昭和43年 37 37
昭和44年 22 22
昭和45年 19 19
昭和46年 10 10
昭和47年 108 108
昭和48年 144 144
昭和49年 362 362
昭和50年 199 199
昭和51年 176 176
昭和52年 223 223
昭和53年 231 231
昭和54年 149 149
昭和55年 277 277
昭和56年 233 233
昭和57年 372 233 372 233
昭和58年 643 413 643 413
昭和59年 388 332 388 332
昭和60年 540 474 540 474
昭和61年 271 216 271 216
昭和62年 221 106 221 106
昭和63年 220 155 220 155
平成元年 110 44 110 44
平成2年 261 119 261 119
平成3年 409 295 409 295
平成4年 329 165 329 165
平成5年 151 91 151 91
平成6年 277 148 277 148
平成7年 326 226 326 226
平成8年 224 171 224 171
平成9年 45 35 45 35
平成10年 178 103 178 103
平成11年 386 237 386 237
平成12年 306 169 306 169
平成13年 141 110 141 110
平成14年 76 59 76 59
平成15年 29 17 29 17
平成16年 23 11 23 11
平成17年 17 12 17 12
平成18年 36 15 15 0 51 15
平成19年 13 10 29 0 42 10
平成20年 5 4 75 25 80 29
平成21年 20 3 735 545 755 548
平成22年 0 0 1023 896 1023 896
平成23年 2 2 1353 994 1355 996
平成24年 2 2 1105 883 1107 885
平成25年 0 0 1097 835 1097 835

桜島の活動状況（噴火・爆発回数）

南岳 昭和火口 合計

年別 年別 年別
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【桜島の降灰量（20km以内：３３地点）】単位：kg／㎡ H25.12月末現在

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

H21 1.2 1.7 4.5 4.5 1.5 6.6 11.0 19.8 13.2 12.7 26.2 23.1 126.1

H22 29.3 35.2 34.7 28.0 17.1 16.4 31.8 14.6 11.4 4.0 8.5 14.1 245.2

H23 16.0 30.3 12.2 13.3 19.4 12.2 6.2 9.8 37.8 27.0 19.9 30.2 234.3

H24 26.8 23.4 38.5 28.0 42.5 30.1 44.4 19.5 23.5 19.6 28.1 17.9 342.4

H25 19.4 35.9 25.2 6.2 19.3 6.4 31.4 26.8 39.6 51.5 20.4 13.5 295.5

(H25/H24) 72.2% 153.6% 65.3% 22.2% 45.5% 21.3% 70.7% 137.4% 168.2% 262.6% 72.7% 75.3% 86.3%

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

降
灰
量
（
kg
／
㎡
）

（月）

桜島の降灰状況（月別）

【平成２１年～平成２５年】
H21
H22
H23
H24
H25

平
成
2
5
年
災
害
の
記
録

-
2
1
5
-



【桜島の降灰量（20km以内：３３地点の合計値）】単位：kg／㎡ H25.12月末現在

S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4
287 273 240 278 495 379 1,101 517 392 359 368 745 564 682

H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18
147 129 173 73 14 65 118 130 25 9 3 3 1 4

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25
4 17 126 245 234 342 296
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２ 霧島山の火山活動 

① 新燃岳 

（1）平成25年の概況 

新燃岳では、今期間、噴火は発生しなかった(最後の爆発的噴火は平成23年 3月 1日、

噴火は平成 23年 9 月 7日)。噴煙は概ね火口縁上 50m 以下(最高 200ｍ)で経過した。 

火山性地震は少ない状態で経過したが、振幅の小さな火山性地震が 3月から 4月にか

けて一時的に増加した時期があった。震源は、主に新燃岳付近のごく浅い所に分布した。 

火山性微動は平成 24年 3 月以降観測されていない。 

国土地理院の広域的な地殻変動観測結果では、特段の変化は認められなかった(新燃

岳の北西地下深くのマグマだまりへのマグマの供給に伴う地盤の伸びの傾向は平成 23

年 12 月以降鈍化・停滞。えびの－牧園、牧園－都城 2の基線で、平成 24 年 5 月頃から

わずかに縮みの傾向が見られていたが、同年 9 月頃から停滞、平成 25 年 4 月ごろから

わずかに縮みの傾向が見られた)。二酸化硫黄の平均放出量は、検出限界(概ね 1日あた

り10トン)未満で経過した(最後に検出されたのは平成24年 9月 26日の 1日あたり10 ト

ン)。 

（2）各月の経過

【1月～2月】(噴火警戒レベル3継続、警戒範囲は平成24年6月26日以降、新燃岳火口か

ら概ね2kmの範囲に縮小)新燃岳で噴火は発生しなかった(最後の爆発的噴火は平成23年

3月1日、噴火は平成23年9月7日)。噴煙活動に特段の変化はなく、白色の噴煙が火口縁

上100～200m以下で経過した。火山性地震の月回数は、1月が31回、2月が25回と少ない

状態で経過した。震源は、1月は新燃岳の北東に11 個、2月は新燃岳の北東に4個決定し、

その他のほとんどの震源は火口直下と推定された。火山性微動は観測されなかった。二

酸化硫黄の有意な値は検出されなかった。 

【3月～4月】(噴火警戒レベル3継続) 新燃岳で噴火は発生しなかった。噴煙活動に特段

の変化はなく、噴煙は火口縁上50ｍ以下で経過した。振幅の小さな火山性地震が、3月5

日から8日にかけてと、4月2日に一時的に増加し、火山性地震の月回数は、3月が263 回、

4月が112回だった。震源は主に新燃岳付近のごく浅い所に分布した。火山性微動は観測

されなかった。二酸化硫黄は検出されなかった。 

【5月～9月】(噴火警戒レベル3継続) 新燃岳で噴火は発生しなかった。噴煙活動に特段

の変化はなく、白色の噴煙が火口縁上50ｍ以下で経過した。火山性地震の月回数は、5

月、6月がそれぞれ21回、7月が22回、8月が20回、9月が23回と少ない状態で経過し、震

源は主に新燃岳付近のごく浅い所に分布した。火山性微動は観測されず、二酸化硫黄は

検出されなかった。 

【10月～12月】(10月22日18時00分 新燃岳の火山活動が低下し、火口から概ね1㎞を超
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えて影響を及ぼす噴火の可能性は低いと判断、噴火警戒レベルを3(入山規制)から2(火

口周辺規制)に引き下げ) 新燃岳で噴火は発生しなかった。噴煙活動に特段の変化はな

く、白色の噴煙が火口縁上50ｍ以下で経過した。火山性地震の月回数は10月が6回、11

月が8回、12月が8回と少ない状態で経過し、震源は主に新燃岳付近のごく浅い所に分布

した。 

火山性微動は観測されず、二酸化硫黄は検出されなかった。 
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② 御鉢  

（1）平成 25 年の概況 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過した。火口縁を超える噴煙も認められなか

った。平成19年12月1日に噴火予報（噴火警戒レベル１、平常）を発表して以降、予報

警報事項に変更はない。  

火山性地震は少ない状態で経過し(7月は26回とやや増加した)、3月と6月、10月は観

測されなかった。震源は主に御鉢火口付近のごく浅い所に分布した。 

火山性微動は7回発生したが、いずれも表面現象や傾斜計に特段の変化は認められな

かった。 

GPS連続観測では、火山活動によると考えられる変化は認められなかった。 

（2）各月の経過 

【1月～12月】(噴火警戒レベル1) 

火山性地震は、1月:8回 2月:2回 3月:0回 4月:4回 5月:1回 6月:0回 7月:26

回 8月:6回 9月:7回 10月:0回 11月:3 回 12月:1回で、7月にやや増加した。 

火山性微動は、3月8日に、振幅が小さく、継続時間の短い火山性微動を1回観測した(火

山性微動を観測したのは平成24年9月18 日以来)。7月16日にも振幅が小さく継続時間の

短い火山性微動を1回観測した。11月の3日と28日に継続時間の短い火山性微動を2回観

測し、12月にも火山性微動を3回観測した。 

③ 霧島山(新燃岳)の火山情報の発表状況 

10月22日18時、火口周辺警報 噴火警戒レベル3(入山規制)から2(火口周辺規制)に引

き下げ。 
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火山名  霧島山（新燃岳）  噴火警報（火口周辺） 

平成２５年１０月２２日１８時００分  福岡管区気象台・鹿児島地方気象台 

＊＊（見出し）＊＊ 

＜霧島山（新燃岳）に火口周辺警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）を 

発表＞ 

 新燃岳火口から概ね１ｋｍの範囲に影響を及ぼす噴火の可能性 

＜噴火警戒レベルを３（入山規制）から２（火口周辺規制）に引下げ＞ 

＊＊（本  文）＊＊ 

１．火山活動の状況及び予報警報事項 

 新燃岳では、ＧＰＳ観測によると、新燃岳の北西地下深くのマグマだまり 

への深部からのマグマの供給は停止し、新燃岳浅部の活動も低下し火山活動 

は落ち着いた状態が続いています。 

 しかし、火口内に溜まった溶岩は依然高温状態にあり、火口周辺に影響の 

ある小規模な噴火が発生する可能性は残っていますので、火口から概ね１ｋ 

ｍの範囲では弾道を描いて飛散する大きな噴石に警戒してください。 

２．対象市町村等 

 以下の市町村では、火口周辺で警戒をしてください。 

  宮崎県  ：小林市 

  鹿児島県：霧島市 

３．防災上の警戒事項等 

 火口から概ね１ｋｍの範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな 

噴石に警戒してください。 

 噴火時には、風下側で火山灰だけでなく小さな噴石（火山れき）が風に流 

されて降るおそれがあるため注意してください。 

 降雨時には、泥流や土石流に注意してください。 

 火口から１ｋｍを超える範囲においても、これまでの噴火による火山灰な 

どの堆積等により道路や登山道等が危険な状態となっている可能性があるの 

で、引き続き地元地方公共団体等が行う立入規制に従ってください。 

＜噴火警戒レベルを３（入山規制）から２（火口周辺規制）に引下げ＞ 
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＊＊（参考：噴火警戒レベルの説明）＊＊ 

【レベル５（避難）】：危険な居住地域からの避難等が必要。 

【レベル４（避難準備）】：警戒が必要な居住地域での避難の準備、災害時 

          要援護者の避難等が必要。       

【レベル３（入山規制）】：登山禁止や入山規制等危険な地域への立入規制 

          等。状況に応じて災害時要援護者の避難準備等。 

【レベル２（火口周辺規制）】：火口周辺への立入規制等。 

【レベル１（平常）】：状況に応じて火口内への立入規制等。 

（注：避難や規制の対象地域は、地域の状況や火山活動状況により異なる） 
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３ 薩摩硫黄島の火山活動 

（1）平成 25 年の概況 

6 月 3 日から 5 日にかけて一時的にごく小規模な噴火が発生したが、火山活動は比較的

静穏な状態で経過した。 

噴煙活動は、白色噴煙が概ね火口縁上 300m 程度（最高高度 600m）の高さで経過したが、

6月 3日から 5日にかけて平成 16年 10月 25 日以来 9年ぶりに、ごく小規模な噴火が時々

発生した。 

火山性地震は、少ない状態で経過し、火山性地震の年回数は 2346 回で、日回数の最大

は 5月 21 日の 69 回だった。 

火山性微動は、2回発生したが、いずれも継続時間が短く、振幅の小さいものだった。 

5月28日から7月9日にかけて実施した現地観測では、山頂火口及びその周辺の状況に変

化はなかった。赤外熱映像装置による観測でも、北側斜面及び西側斜面の一部に高温域が

見られるくらいで、地表面温度分布に大きな変化はなかった。また、二酸化硫黄の平均放

出量は1日あたり300～500トンと、特段の変化はなかった。 

（2）各月の経過 

【1月～5月】（噴火警戒レベル 1） 

硫黄岳山頂火口の噴煙活動は、特段の変化はなく、白色の噴煙が火口縁上概ね 200m 前

後で経過した（最高高度は、1月、5月は 600m）。 

火山性地震は少ない状態で経過したが、5月は一時的に増加した。月回数は 1月(199 回)、

2 月(154 回)、3月(226 回)、4 月(181 回)、5月（608 回）だった。 

火山性微動は、1月に 2回観測した。 

GPS 連続観測では、火山活動による特段の変化はなかった。 

【6月】(噴火警戒レベル 1（平常）→レベル 2(火口周辺規制)に引き上げ) 

 3 日から 5 日にかけて、ごく小規模な噴火が時々発生した。乳白色の噴煙と少量の降灰

が観測された。噴火に伴う振幅のごく小さな火山性微動が時々発生した。 

火山性地震は、146 回と少ない状態で経過した。 

GPS 連続観測では、火山活動による特段の変化はなかった。 

【7 月～12 月】(7 月に噴火警戒レベル 2（火口周辺規制）→レベル 1(平常)に引き下げ、

その後、レベル 1が継続) 

 硫黄岳山頂火口の噴煙活動は、白色の噴煙が火口縁上 300m 前後で経過した。（最高高度

は、7月 600m、9 月 500m）。 

 火山性地震は少なく、7月(154 回)、8 月（148 回）、9月（149 回）、10月（136 回）、11

月（134 回）、12月(122 回)と、少ない状態で経過した。 

GPS 連続観測では、火山活動による特段の変化はなかった。 
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（3）火山情報の発表状況 

6 月 4 日 火口周辺警報：噴火警戒レベル 1(平常)からレベル 2(火口周辺規制)に引き上げ

7月 10 日 噴火予報  ：噴火警戒レベル 2(火口周辺規制）からレベル 1(平常)に引き下げ 
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火山名  薩摩硫黄島  噴火警報（火口周辺） 

平成２５年６月４日０９時５０分  福岡管区気象台・鹿児島地方気象台 

＊＊（見出し）＊＊ 

＜薩摩硫黄島に火口周辺警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）を発表＞ 

火口から概ね１キロメートルの範囲では噴火に警戒して下さい。 

＜噴火警戒レベルを１（平常）から２（火口周辺規制）に引上げ＞ 

＊＊（本  文）＊＊ 

１．火山活動の状況及び予報警報事項 

 薩摩硫黄島の硫黄岳で、本日（４日）０５時１７分頃に少量の降灰があり 

、噴火を確認しました。三島村役場硫黄島出張所によると、０８時４０分現 

在、降灰は確認していません。 

 火山性地震は少ない状態が続いています。地殻変動には変化は見られてい 

ません。 

 今後、火口から概ね１キロメートルの範囲では噴石を飛散させる程度の小 

規模な噴火が発生する可能性がありますので、火口周辺では噴火に警戒して 

下さい。 

２．対象市町村等 

 以下の市町村では、火口周辺で警戒をしてください。 

  鹿児島県：三島村 

３．防災上の警戒事項等 

火口から概ね１キロメートルの範囲では噴火に対する警戒をして下さい。 

風下側では降灰等に注意して下さい。 

＜噴火警戒レベルを１（平常）から２（火口周辺規制）に引上げ＞ 

＊＊（参考：噴火警戒レベルの説明）＊＊ 

【レベル５（避難）】：危険な居住地域からの避難等が必要。 

【レベル４（避難準備）】：警戒が必要な居住地域での避難の準備、災害時 

          要援護者の避難等が必要。       

【レベル３（入山規制）】：登山禁止や入山規制等危険な地域への立入規制 

          等。状況に応じて災害時要援護者の避難準備等。 

【レベル２（火口周辺規制）】：火口周辺への立入規制等。 

【レベル１（平常）】：状況に応じて火口内への立入規制等。 

（注：避難や規制の対象地域は、地域の状況や火山活動状況により異なる） 
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火山名  薩摩硫黄島  噴火予報：警報解除 

平成２５年７月１０日１１時００分  福岡管区気象台・鹿児島地方気象台 

＊＊（見出し）＊＊ 

＜薩摩硫黄島に噴火予報（噴火警戒レベル１、平常）：警報解除を発表＞ 

火口周辺に影響を及ぼす噴火の兆候は認められなくなりました。 

＜噴火警戒レベルを２（火口周辺規制）から１（平常）に引下げ＞ 

＊＊（本  文）＊＊ 

１．火山活動の状況及び予報警報事項 

 薩摩硫黄島では、５月１５日から２６日にかけて振幅の小さな火山性地震 

が一時的にやや増加し、６月３日から５日にかけてごく小規模な噴火が発生 

しましたが、６日以降噴火は発生しておらず、火山性地震は少ない状態とな 

っています。 

 ７月９日に実施した現地調査では、噴気地帯等の一部に高温域が認められ 

る程度で、火口周辺に影響を及ぼす噴火の兆候は認められなくなりました。 

 なお、火山ガス（二酸化硫黄）の放出量はやや多い状態が続いています。 

２．対象市町村等 

 以下の市町村では、特段の警戒が必要なくなりました。 

  鹿児島県：三島村 

３．防災上の警戒事項等 

 硫黄岳火口では噴煙活動が続いており、火口内では火山灰等の噴出する可 

能性があります。 

 また、火口付近では火山ガスに注意してください。 

＜噴火警戒レベルを２（火口周辺規制）から１（平常）に引下げ＞ 

＊＊（参考：噴火警戒レベルの説明）＊＊ 

【レベル５（避難）】：危険な居住地域からの避難等が必要。 

【レベル４（避難準備）】：警戒が必要な居住地域での避難の準備、災害時 

          要援護者の避難等が必要。       

【レベル３（入山規制）】：登山禁止や入山規制等危険な地域への立入規制 

          等。状況に応じて災害時要援護者の避難準備等。 

【レベル２（火口周辺規制）】：火口周辺への立入規制等。 

【レベル１（平常）】：状況に応じて火口内への立入規制等。 

（注：避難や規制の対象地域は、地域の状況や火山活動状況により異なる） 

平成25年災害の記録

-227-



４ 口永良部島の火山活動 

（1） 平成 25 年の概況 

口永良部島の火山性地震は、比較的静穏な状態で経過した。 

新岳火口の噴煙活動は、特段の変化はなく、白色噴煙が火口縁上 50～100m の高さ（最

高高度 300m）で経過した。5 月及び 12 月の赤外熱映像装置による観測では、火口やその

周辺の地表面温度分布に特段の変化はなかった。 

火山性地震は、やや多い状態が続き、年回数は 2287 回と昨年（880 回）より増加した。

震源は、新岳火口付近のごく浅いところに分布し、これまでと変化はなかった。 

火山性微動は、3月にやや増加したが、おおむね少ない状態で経過した。 

GPS 連続観測では、火山活動と考えられる変化は認められなかった。 

2 月 27 日と 5 月 17 日に実施した現地調査では、二酸化硫黄の平均放出量は 1 日あたり

それぞれ 60 トンから 30トンで少ない状態だった。 

12 月 25 日の上空からの観測では、新岳火口では、主に南側火口内壁から白色の噴煙が

火口縁上 50m まで上昇し、南へ流れていた。赤外熱映像装置による観測では、新岳火口縁

の南側で熱異常域が認められた。 

（2）各月の経過 

【1月～12月】（噴火警戒レベル1(平常）が継続） 

新岳火口の噴煙活動に特段の変化はなく、白色噴煙が火口縁上50mから100mの高さで経

過した。（最高高度は1月と2月に300m） 

火山性地震は1月から2月、9月から12月にやや増加したが、その他の月は少ない状態で

経過した。月回数は1月（277回）、2月(352回)、3月(77回)、4月(133回)、5月(217回)、6

月(76回)、7月(78回)、8月(166回)、9月(235回)、10月(317回)、11月(256回)、12月(184

回)だった。震源は新岳火口直下のごく浅い所に分布した。 

火山性微動は、振幅の小さい微動が時々発生し、3月にやや増加したが、おおむね少な

い状態で経過した。 

GPS 連続観測では、1月から 12 月にかけて火山活動と考えられる変化は認められなかっ

た。 

火山ガスは、2月27日に1日あたり60トン、5月17日に1日あたり30トンで、少ない状態だ

った。 

（3）火山情報の発表状況 

火山情報の発表はない。 
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５ 諏訪之瀬島の火山活動 

（1）平成 25 年の概況 

 御岳火口では、8月以降に爆発的噴火を含む噴火が断続的に発生した。爆発的噴火は 276

回（8月：16 回、9月：6回、11 月：7回、12月 247 回）で、平成 24年（3回）より大幅

に増加した。爆発的な噴火に伴い、遠望カメラで火口付近に飛散する噴石が時々確認され

た。12月 29 日 00 時から 03 時すぎは、榊土原観測地点で 10Pa を超える空振を伴う火山性

微動が発生した。 

噴火に伴う灰白色の噴煙は、概ね火口縁上 1000ｍ以下で経過し、噴煙の最高高度は 1500

ｍだった。御岳火口では、ほぼ年間を通して、高感度カメラで火映が観測された。また、

十島村役場諏訪之瀬島出張所によると、御岳の南南西約 4 キロの集落で、5 日間降灰が確

認された。 

火山性地震は消長を繰り返しながら、やや多い状態が続いている。2月 19 日は、諏訪之

瀬島周辺を震源とするマグニチュード 3.6 の地震が発生し、十島村諏訪之瀬島で震度 3を

観測した。Ａ型地震は 1040 回(平成 24 年は 258 回)、Ｂ型地震が 2631 回(平成 24 年は 1074

回)で前年と比べて大幅に増加した。 

火山性微動は、6 月 1 日までほぼ連続で発生し、その後も継続的に発生した。火山性微

動の年間継続時間は 5084 時間 18 分 39 秒と前年（2406 時間 18 分 43 秒）の 2 倍以上にな

った。 

GPS 連続観測では、火山活動によると考えられる変化は認められなかった。 

（2）各月の経過 

【1月～7月】（噴火警戒レベル 2 火口周辺規制） 

御岳火口では、爆発的噴火は発生しなかったが、2月 3日と 4月 13 日にごく小規模な噴

火が発生した。2 月 3 日(噴煙の最高高度：火口縁上 500m)、4 月 13 日(噴煙の最高高度：

火口縁上 700m)。期間を通して、夜間に高感度カメラで、微弱な火映を観測した。2 月 3

日の噴火では、御岳の南南西約 4km の集落でごく微量の降灰が確認された。 

火山性地震は、2 月 19 日から 24 日にかけて、諏訪之瀬島周辺を震源とするＡ型地震が

一時的に増加した。2月 19 日にマグニチュード 3.6 の地震が発生し、十島村諏訪之瀬島で

震度 3を観測した。その他震度 1以上の地震が 10 回発生。 

7 月 29 日に、諏訪之瀬島付近を震源とするマグニチュード 3.2 の地震が発生し、十島村

諏訪之瀬島で震度 2を観測した。 

火山性微動は、2012 年 9 月 28 日から 6月 1日までほぼ連続的に発生した。6月 12 日か

ら 7月 15 日、7月 24 日から 30 日にかけて断続的に発生した。 

火山性微動の継続時間の月合計は、1月(744 時間)、2月(672 時間)、3月(744 時間)、4

月（677 時間 50 分）、5月（704 時間 54 分）、6月（325 時間 43 分）、7月（491 時間 3分）。 

【8月】（噴火警戒レベル 2 火口周辺規制） 
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御岳火口では、25 日 19 時 04 分に噴火が発生し、26 日以降、爆発的噴火が 16 回発生。

27 日の爆発的噴火では、火口付近に飛散する噴石を確認した。爆発的噴火の発生は、平成

24 年 3 月 6 日以来、1年 5か月ぶり。灰白色の噴煙は、火口縁上 500～800ｍで、最高高度

は 1500ｍだった。火口付近では、時々微弱な火映を観測した。 

火山性地震は、Ａ型地震が 107 回、Ｂ型地震は 831 回とやや増加した。 

爆発的噴火に伴う空振の最大振幅は、約 18Pa だった。 

火山性微動は、2～4日及び 11～14 日、25 日以降に連続的に発生した。火山性微動の継

続時間の月合計は 249 時間 15 分だった。 

【9月】（噴火警戒レベル 2 火口周辺規制） 

御岳火口では、断続的に噴火が発生し、爆発的噴火が 6回発生した。29 日の爆発的噴火

では、火口付近を飛散する噴石を確認した。噴煙の最高高度は火口縁上 1400m だった。火

口付近では、時々微弱な火映を観測した。 

火山性地震は、Ａ型地震が 331 回と前月よりやや増加したが、Ｂ型地震は 303 回と前月

より減少した。10 日、21 日、26日に、十島村諏訪之瀬島で震度 1の地震が発生。 

爆発的噴火に伴う空振の最大振幅は、約 32Pa だった。 

火山性微動は、断続的に発生し、継続時間の月合計は 178 時間 4分だった。 

【10 月】（噴火警戒レベル 2 火口周辺規制） 

御岳火口では、13～15 日と 21 日から 22日にごく小規模な噴火が発生した。噴煙の最高

高度は火口縁上 800m だった。火口付近では、時々微弱な火映を観測した。 

十島村役場諏訪之瀬島出張所によると、15 日と 21 日に御岳の南南西約 4km の集落に降

灰が確認された。 

火山性地震は、Ａ型地震が 131 回、Ｂ型地震は 64 回と減少した。 

火山性微動は断続的に発生し、継続時間の月合計は 77 時間 18 分だった。 

【11 月】（噴火警戒レベル 2 火口周辺規制） 

御岳火口では、ごく小規模な噴火が時々発生し、27 日に爆発的噴火が 7回発生した。こ

の時、火口付近では飛散する噴石が確認された。噴煙の最高高度は火口縁上1000mだった。

また、火口では火映を時々観測した。 

十島村役場諏訪之瀬島出張所によると、15 日に御岳の南南西約 4km の集落に降灰が確認

された。 

火山性地震の月回数は、Ａ型地震が 43 回、Ｂ型地震は 61回だった。 

火山性微動は断続的に発生し、継続時間の月合計は 111 時間 55 分だった。 

【12 月】（噴火警戒レベル 2 火口周辺規制） 

御岳火口では、26日から噴火活動が活発になり、26 日から 31 日に爆発的噴火が 247 回

発生した。29日は爆発的噴火が 125 回発生し、未明に空振を伴う火山性微動が連続的に発

生した。これらの噴火に伴い、火口付近では噴石が確認された。噴煙の最高高度は火口縁

上 800m だった。火口付近は、期間を通して火映を観測した。 

十島村役場諏訪之瀬島出張所によると、8 日は御岳の南南西 4km の集落で降灰が確認さ

れた。28 日から 29 日は、島内では空振によるガラスやふすま等の揺れがあり、夜間は肉
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眼で火映が確認された。 

火山性地震の月回数は、Ａ型地震が 91 回、Ｂ型地震は 454 回と、前月より増加した。 

爆発的噴火に伴う空振の最大振幅は、29日 12 時 08 分に観測した 91Pa だった。 

火山性微動は、8～10 日、26～31 日に連続的に発生した。29 日の未明は榊戸原観測点で、

10Pa を超える空振を伴った。火山性微動の継続時間の月合計は 109 時間 25 分だった。 

※なお、Ａ型地震とは、Ｐ相やＳ相が明瞭で高周波成分が卓越する地震、Ｂ型地震とは、

Ｐ相やＳ相が不明瞭で低周波成分が卓越する地震である。 

（3）火山情報の発表状況 

火山情報の発表はない。 
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